
■発行　燕市議会
■企画・編集　議会報等特別委員会
■新潟県燕市吉田日之出町 1-1
■TEL.0256-93-5296 FAX.0256-92-2135
■E-mail gikai@city.tsubame.niigata.jp

No.
2012年2月15日発行

(平成24年)

25

議長 新年のあいさつ
２

12月定例会
議決結果を紹介

２

一般会計補正予算の主な内容
３

それぞれの視点で市政を質す
市政に対する一般質問

４
先進自治体を視察

常任委員会の行政視察
13

12 月定例会提出
請願の審査結果

14
議会を傍聴しませんか

３月定例会の日程
14

【主な内容】　 12月定例会

「工事中の旧配水塔」1938 年（昭和 13 年）に建設さ
れ、40年にわたり給水を担いま
した。その後は燕市のシンボル
のひとつとして風景に溶け込ん
できました。3 月には新しい姿を
お披露目します。



12月定例会 可 決
■平成23年度
一般会計補正予算（第７号）主な補正内容を紹介します

補正後の予算額
一般会計補正予算（第7号）補正額　1億8,000万4千円の内訳

補正後の予算額
国・県支出金 地方債 その他財源 一般財源

369億
　2,831万7千円 6,186万7千円 △ 2,710万円 768万6千円 1億3,755万1千円 371億

　832万1千円
　

燕
市
民
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
誠
に

う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

　

燕
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
は
、
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
台
風
、
大
雨

な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し
、
多
く
の
方
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
社
会
・
経
済
環
境
の
情
勢
も
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
燕
市
の
行
財
政
計
画
の
推
進
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
我
々
議
会
に
か
け

ら
れ
た
使
命
は
、
誠
に
重
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

燕
市
議
会
議
長

 

大

岩
　

勉

　

燕
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
議
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
燕
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に

添
う
よ
う
、
円
滑
で
十
分
な
審
議
と
行
財
政
改
善
の
一

層
の
推
進
を
図
る
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
十
二
支
の
中
で
も
最
も
め
で
た
い
と
言
わ
れ

て
い
る
辰
年
で
あ
り
ま
す
。
心
に
昇
龍
を
描
き
、
大
空

に
向
か
っ
て
舞
い
上
が
る
年
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

こ
こ
に
、
燕
市
民
の
皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　12 月定 例 会では、平 成
23 年度の燕市一般会計、
特別会計の補正予算など
の議案について審議を行い
ました。各議案の審議結果と
採決の状況は下の表のとお
りです。

■市長提出議案（28 件）

件　　　　名 審議結果採決状況
人権擁護委員候補者の推薦（2 件） 同　意 全会一致

三条・燕・西蒲・南蒲広域養護老人ホーム
施設組合規約の変更（2 件） 可　決 全会一致

燕市附属機関設置条例の一部改正 可　決 賛成多数

燕市特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部改正 可　決 賛成多数

燕市議会の議員その他非常勤の職員の公
務災害補償等に関する条例の一部改正 可　決 全会一致

燕市印鑑条例の一部改正 可　決 全会一致

燕市有料駐車場条例の一部改正 可　決 賛成多数

燕市児童クラブ条例の一部改正 可　決 全会一致

燕市下水道事業受益者負担に関する条例
の一部改正 可　決 全会一致

燕市スポーツ振興審議会条例の一部改正 可　決 全会一致

指定管理者の指定（7 件）

燕市分水老人福祉センターほか 1 施設 可　決 全会一致

燕市吉田産業会館 可　決 全会一致

吉田ふれあい広場 可　決 全会一致

吉田第２デイサービスセンター 可　決 全会一致

燕市交通公園 可　決 全会一致

燕市小池公民館 可　決 賛成多数

燕市粟生津公民館ほか 1 施設 可　決 賛成多数

燕市吉田北公民館ほか 1 施設 可　決 賛成多数

市道路線の認定及び変更 可　決 全会一致

平成23年度 補正予算（5 件）

一般会計 第 7 号 可　決 全会一致

国民健康保険特別会計 第 2 号 可　決 全会一致

介護保険事業特別会計 第 2 号 可　決 全会一致

公共下水道事業特別会計  第 1 号 可　決 全会一致

水道事業会計 第１号 可　決 賛成多数

契約の締結（3 件）

燕市立吉田小学校校舎改築工事(建築) 可　決 全会一致

燕市立吉田小学校校舎改築工事(電気設備) 可　決 全会一致

燕市立吉田小学校校舎改築工事(機械設備) 可　決 全会一致

■ 12月定例会 議決結果を紹介します

　長所保育園閉園に伴う三方崎保育園の受け入
れ経費や ､｢ 燕南地区幼保一体化施設 ｣ の開園
に向けた施設改修の設計委託料及び用地購入費､
また、燕北中学校屋内運動場改築に必要な地質
調査の委託料など ､ 新年度の施策展開を見据え
た経費を補正計上。

　ほかには ､ 長引く景気低迷や高齢化などから
増加傾向にある医療費、扶助費などの予算追加
が必要な義務的な経費に対しての追加補正 ､ 国
県補助事業等の決算を見込んだ予算の調整 ､ 施
設の維持管理費などの経常的経費など ､ 最低限
必要な額を計上。

■補正予算の概要

■ 燕北中学校屋内運動場改築事業  530万円
　平成 24 年度に計画
している燕北中学校屋
内運動場の改築工事
を確実に完了させるた
め ､ 建築確認申請に
添付が必要な地質調
査を実施します。

学校施設整備経費

保育園統合経費

　長所保育園の閉園に伴い ､ 平成 24 年４月から三方崎保
育園で園児の受け入れをするため ､ 備品の整備やトイレの
増設など、施設改修の設計委託を実施します ｡
　また、南保育園と燕南幼稚園
を統合した燕南地区幼保一体
化施設の平成 25 年 4 月開園
に向け ､ 南保育園隣接地の用
地を購入し ､ 平成 24 年度に園
舎を増築 ･ 改修するための設
計委託を実施します。

■ 三方崎保育園整備事業　　　　　　343万6千円
■ 燕南地区幼保一体化施設改修事業　3,581万4千円

　新学習指導要領の全面実施に伴い ､ 改訂
される教師用指導書 ･ 教科書及び教材備品
等を購入します。

■ 指導書購入事業　　  1,684万2千円

■ 小型除雪機購入補助事業　300万円
　冬期間の歩行者の安全確保と狭隙道路や
自治会館 ･ 高齢者宅玄関前の除雪など ､ き
め細かな除雪体制を実
現するため ､９月補正以
降要望が多く寄せられて
いる ､ 自治会に対する
小型除雪機購入補助金
を追加します。

■ 情報システム再構築事業　126万円
　平成 24 年度から新たに稼働する文書管理
システム及び財務会計システムの電子決裁機
能を活用するため ､ イメージスキャナを購入し
ます。

その他経費

医療費

■ 子宮頸がん等ワクチン接種事業　　　2,140万3千円
■ 子ども医療費助成事業　　　　　　　3,280万6千円
　全額公費負担として実施した子宮頚がんワクチン接種事
業について ､ 前年度のワクチン供給不足により接種できなか
った対象者の 23 年度での対応分とし
て ､ 追加補正するものです ｡
　また、子ども医療費助成について ､
従来分と本年度から対象年齢を拡大
した市単独分も合わせ ､ 通院にかか
る医療費の増加分を追加補正するもの
です。

■ 介護保険事業特別会計繰出金  5,855万8千円
■ 生活保護扶助費　　　　　　  8,000万円
　要支援 ･ 要介護認定者の増加によ
る居宅 ･ 施設サービス等の介護給付
費の増加に対し ､ 市法定負担分を介
護保険事業特別会計に繰り出すもの
です。
　また、長引く景気の低迷などによる
受給者の増加に伴い ､ 生活扶助や医
療扶助等の増加分に対し ､ 追加補正
するものです。

扶助・給付費
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市政に対する
一般質問
　平成 23 年 12 月議会では、15 名の議員が市
政全般にわたって市の考えをただしました。
　この目次では各議員の質問項目を紹介してい
ます。本文は各議員からの寄稿で、掲載の文字数
が限られているため、質問項目を絞って記載さ
れている場合もあります。
　詳しい議事録は３月ころに各図書館などで閲
覧できるほか、市議会ホームページからもご覧
いただけます。

（一般質問の通告順に掲載）

⑩ 土　田　　　昇 議員　9 ページ

1. 平成 24 年度予算編成の基本方針と重点施策について
2. 市営住宅の管理について
3. 信濃川可動堰の残土処理について

⑪ 山　﨑　雅　男 議員　10 ページ

1. 市長の政治姿勢について
2. まちづくり協議会の果たす役割について
3. 公民館の運営について
4. 農業情勢（ＴＰＰ問題）について

⑫  中　山　眞　二 議員　10 ページ

1. 財政の健全化と公有資産の売却について
2. 花火について　　　3. 産業について

⑬ タナカ・キン 議員　11 ページ

1. 組織のあり方と人材育成について
2. 産業史料館の再生について　
3. 酒呑童子行列の再生について
4. 市民サービスについて　　5. 図書館サービスについて
6. 公民館活動における文化祭について
7. ヤクルト・スワローズのマスコットキャラである「つば九

郎」の使用について
8. 在宅介護手当の見直しについて
9. 特別職報酬等審議会について
10. 法花堂地内の墓地計画について

⑭ 長　井　由喜雄 議員　11 ページ

1. 燕市の要介護者をめぐる状況について
2. 柏崎刈羽原発に伴う安全協定の締結について
3. 市の避難訓練と災害情報の発信手段および大河津分水河口

拡幅の国への要望について
4. 国保のジェネリック医薬品軽減通知について　　

⑮ 阿　部　健　二 議員　12 ページ

1. 大阪の市長選・知事選の結果からうかがえる市民や国民の
求めている政治手法のあり方を考慮した燕市政を…

2. 市のみならず市の教育委員会も燕市議会を追認機関と見て
いるのではないか～について

3.『燕市学校教育基本計画』についてを問う
4. 行政視察で訪れた他市から学ぶべきこと

① 齋　藤　紀美江 議員　5 ページ

1. 防災訓練について　　
2. 障がい者福祉の取り組みについて
3. クレームへの対応について　4. 自殺予防対策について

② 小　林　由　明 議員　5 ページ

1. 地域情報化へ向けた取り組みについて　　　
2. 図書館運営について
3. ＡＬＴ（外国語指導助手）について

③ 中　島　清　一 議員　6 ページ

1. 市長の政治姿勢について　2. 東日本大震災について
3. 福祉問題について　　　　　4. 教育問題について

④ 本　多　了　一 議員　6 ページ

1. 市長の政治姿勢について　2. 商工観光行政について
3. 農業振興策について

⑤ 樋　浦　恵　美 議員　7 ページ

1.「心の健康」対策について
2. 子育て、教育環境の整備について

⑥ 塙　　　　　豊 議員　7 ページ

1. 教育問題について
2. 開通に伴う問題点について　　3. 財政問題

⑦ 渡　邉　雄　三 議員　8 ページ

1. 地域における支え合う社会の仕組み作りについて
2. 三条・燕インター駐車場設置について
3. 住宅用火災警報器の設置について

⑧ 齋　藤　信　行 議員　8 ページ

1.大河津分水路の今後の対応（旧可動堰周辺の整備）について
2. 燕はひとつプロジェクト事業について
3. 専門的な派遣職員について

⑨ 中　條　征　男 議員　9 ページ

1. 循環・巡回バス運行について
2. 公共施設管理について 
3. 農地の荒廃地対策について

問
①
　
地
域
の
情
報
化
や

市
民
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

は
、道
路
や
水
道
な
ど
の
社

会
的
基
盤
の
整
備
同
様
、現

在
の
社
会
環
境
に
あ
っ
て
は

極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。ま

た
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
①
　
情
報
化
の
推
進
は
非

常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
将
来
的
に
は
、子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
確
保
す
る
児
童

見
守
り
シ
ス
テ
ム
や
、医
療
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
住
宅
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
と
い
っ
た
も
の
が
検
討

さ
れ
て
お
り
、市
民
の
暮
ら

し
が
よ
り
安
全
安
心
に
、な

お
か
つ
便
利
に
な
る
と
期
待

し
て
い
る
。

　
ま
た
、新
庁
舎
建
設
に
合

わ
せ
て
、窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
化
の
実
現
に
向

け
て
の
情
報
技
術
の
活
用
を

検
討
し
て
い
る
。

　
公
共
施
設
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
の
整
備
等
に
も
積

極
的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、公
民
館

や
史
料
館
な
ど
の
市
内
22
カ

所
の
公
共
施
設
に
お
い
て
本

年
度
事
業
で
の
利
用
開
始
を

目
指
し
て
い
る
。

問
②
　
情
報
化
社
会
に
あ
っ

て
の
図
書
館
運
営
の
今
後
の

展
開
と
、図
書
資
料
の
電
子

化
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
②
　
高
度
情
報
化
社
会
と

な
っ
た
今
日
で
は
、電
子
図
書

館
と
い
う
新
た
な
概
念
が
生

ま
れ
、図
書
館

の
存
在
価
値
に

つ
い
て
改
め
て

注
目
が
集
ま
っ

て
お
り
、情
報

発
信
基
地
と
し

て
期
待
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

　
今
後
、電
子
的
記
録
を
資

料
と
し
て
収
集
す
る
と
と
も

に
、保
存
資
料
の
電
子
化
に

も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。著
作
権
が
な
い

と
思
わ
れ
る
郷
土
資
料
に
つ

い
て
は
、今
後
積
極
的
に
デ
ジ

タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
と
思
っ
て
い
る
。

問
①
　
４
、５
年
ぶ
り
に
市

主
催
の
防
災
避
難
訓
練
が
行

わ
れ
た
。総
括
は
ど
う
か
、

気
付
き
は
あ
っ
た
か
。訓
練

参
加
に
つ
い
て
は
回
覧
板
で

の
案
内
だ
け
で
は
な
く
、も

っ
と
個
別
の
案
内
が
必
要
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。情
報

の
提
供
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
結
果
は
ど
う
か
。避
難

所
等
の
見
直
し
が
必
要
と
思

う
が
見
直
し
は
さ
れ
る
の
か
。

　
リ
サ
ー
チ
コ
ア
で
地
域

防
災
の
フ
オ
ー
ラ
ム
が
あ

り
、７・
13
水
害
の
と
き
に

は「
ま
さ
か
自
分
が
と
の
思

い
で
避
難
せ
ず
、２
階
に
上

が
っ
て
助
か
っ
た
。そ
の
後

町
内
で
避
難
訓
練
に
取
り
組

み
、７・
29
水
害
の
と
き
は

訓
練
ど
お
り
避
難
で
き
、避

難
所
運
営
も
上
手
く
いっ
た
。

た
か
が
訓
練
・
さ
れ
ど
訓
練

だ
と
思
う
」と
い
う
発
表
が

あ
っ
た
。訓
練
は
大
事
で
は

な
い
か
。

答
①
　
合
併
後
、大
規
模
な

避
難
訓
練
は
初
め
て
だ
っ
た

が
、こ
の
体
験
を
通
じ
て
問

題
点
や
課
題
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。市
民
の
防
災
意
識
と

防
災
力
の
向
上
、情
報
発
信

の
内
容
や
避
難
場
所
設
営
の

あ
り
方
、本
部
体
制
な
ど
の

検
証
や
本
部
か
ら
の
伝
達
の

タ
イ
ミ
ン
グ
、避
難
所
設
定

な
ど
の
検
証
も
始
め
た
。提

出
さ
れ
た
意
見
や
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
、分
析
も
進
め
て

お
り
、課
題
を
洗
い
出
し
て

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
い
た
い
。避
難
訓
練
は
継

続
し
て
い
き
た
い
。

問
②
　
障
が
い
者
も
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
意
識
の
中

で
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
学

び
、仕
事
を
し
、チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

現
状
認
識
は
ど
う
か
。ま
た
、

職
員
の
意
識
は
ど
う
な
の

か
。学
校
卒
業
後
の
日
中
の

居
場
所
や
、働
く
場
所
の
確

保
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
②
　
障
が
い
者
の
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
は
課
題

も
多
く
、さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

や
広
報
活
動
が
必
要
。職
員

の
意
識
を
変
え
る
こ
と
も
重

要
。就
労
継
続
支
援
や
日
中

活
動
の
場
の
施
設
整
備
は
必

要
。統
廃
合
で
空
い
て
く
る

施
設
利
用
を
協
議
し
て
い
る
。

地
域
の
情
報
化
、
市
民
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
活
用
の
推
進
を
！

「
た
か
が
訓
練
、
さ
れ
ど
訓
練
」

市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
避
難
訓
練
は
大
事

分水地区防災避難訓練（11/27 分水公民館）

齋
藤
　
紀
美
江
　
議
員
　
旭
日
会

小
林
　
由
明
　
議
員
　
旭
日
会

↓
市
内
小
学
校
で
も
パ
ソ
コ
ン
を

　
利
用
し
た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
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問
①
　
野
田
首
相
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
へ
参
加
す
る
方
針
を
表

明
し
た
。交
渉
の
対
象
分
野

は
関
税
以
外
に
も
金
融
、電

気
通
信
、労
働
な
ど
21
分
野

に
及
ぶ
。交
渉
へ
の
賛
否
を

め
ぐ
っ
て
は
、ま
さ
に
国
論

を
二
分
す
る
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。賛
否
両
論
が

あ
る
中
で
市
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、農
業
へ
の
影
響
を

懸
念
す
る
根
強
い
反
対
論
と

工
業
製
品
の
国
際
市
場
開
拓

へ
の
期
待
が
交
錯
し
て
い
る

が
、参
加
し
た
場
合
の
本
市

へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
①
　
非
常
に
重
要
な
問
題

で
あ
り
、国
の
責
任
に
お
い

て
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を

説
明
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

影
響
だ
け
で
は
な
く
、そ
れ

を
政
策
で
ど
う
カ
バ
ー
す
る

か
と
い
う
政
策
論
も
セ
ッ
ト

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
参
加
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

日
本
の
農
業
が
再
生
強
化
さ

れ
る
施
策
を
国
民
の
前
に
示

す
こ
と
。逆
に
参
加
し
な
い

の
で
あ
れ
ば
、自
由
貿
易
や

企
業
の
海
外
流
出
な
ど
を
考

え
、ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く

の
か
を
セ
ッ
ト
で
示
し
た
上

で
国
民
的
議
論
を
す
る
と
い

う
の
が
私
の一
貫
し
た
考
え
で

あ
り
、政
策
論
が
無
い
中
で

時
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
非
常
に
危
惧
し
て

い
る
。

問
②
　
東
日
本
大
震
災
で
大

量
に
発
生
し
た
が
れ
き
の
処

理
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

が
れ
き
が
撤
去
さ
れ
な
く
て

は
被
災
地
の
復
興
は
始
ま
ら

な
い
。放
射
性
物
質
へ
の
不

安
か
ら
受
け
入
れ
は
東
京
都

な
ど
一
部
に
留
ま
っ
て
い
る
。

県
内
で
も
受
け
入
れ
へ
の
検

討
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、本

市
の
対
応
は
。

答
②
　
被
災
地
の
こ
と
を
考

え
れ
ば
受
け
入
れ
た
い
気
持

ち
は
十
分
に
あ
る
。し
か
し

な
が
ら
、現
在
ご
み
焼
却
場

は
長
寿
命
化
工
事
中
で
、不

燃
物
処
理
場
は
24
年
度
ま
で

の
増
設
事
業
に
着
手
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、受
け
入

れ
ら
れ
る
状
況
に
な
い
。今

後
は
国
や
県
の
検
査
体
制
、

基
準
な
ど
動
向
を
見
な
が
ら

対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は

震
災
が
れ
き
受
け
入
れ
に
市
の
対
応
は

問
①
　
最
初
に
市
長
の
政
治

姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。私
は

国
の
政
治
が
悪
く
な
る
と
市

役
所
を
通
し
て
、そ
の
悪
い

政
治
が
市
民
に
押
し
付
け
ら

れ
て
く
る
と
い
う
危
惧
を
持

っ
て
い
る
。そ
の
意
味
で
今

の
民
主
党
政
治
が
取
ろ
う
と

し
て
い
る
社
会
保
障
と
税
の一

体
改
革
の
問
題
に
つ
い
て
市

長
に
問
い
た
い
。

　
政
府
与
党
は
12
月
５
日
消

費
税
を
増
税
し
、同
時
に
社

会
保
障
を
大
改
悪
す
る
社
会

保
障
改
革
本
部
な
る
も
の
を

立
ち
上
げ
、
消
費
税
の
増
税

の
時
期
や
増
税
幅
を
明
示
す

る
意
向
の
よ
う
だ
。
何
度
も

言
う
が
、
私
は
逆
進
性
の
高

い
庶
民
を
苦
し
め
る
消
費
税

の
増
税
に
は
断
固
反
対
す
る

立
場
だ
が
、
市
長
は
ど
う
い

う
観
点
か
お
聞
き
し
た
い
。

答
①
　
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
の
質
問
だ
が
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
を
は
じ
め
社

会
情
勢
が
変
化
す
る
中
で
、

国
民
生
活
の
安
心
を
確
保
す

る
た
め
に
は
社
会
保
障
制
度

が
非
常
に
重
要
な
も
の
に
な

る
。
増
え
続
け
る
社
会
保
障

給
付
、
こ
れ
を
こ
れ
以
上
赤

字
国
債
に
頼
り
、
将
来
世
代

に
負
担
を
先
送
り
し
続
け
る

こ
と
は
、
持
続
可
能
性
と
い

う
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
持
続
可
能

性
を
確
保
す
る
財
源
と
し

て
、
す
べ
て
の
世
代
に
わ
た

っ
て
広
く
薄
く
負
担
を
分
か

ち
合
い
、
景
気
変
動
の
影
響

も
少
な
い
消
費
税
を
充
て
る

こ
と
は
一
つ
の
有
力
な
考
え

方
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

問
②
　
農
協
そ
の
他
の
農
林

事
業
団
体
の
全
国
的
な
猛
反

対
の
中
で
、
野
田
首
相
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
方
針
を
決

定
し
た
。
政
府
民
主
党
は
日

本
の
農
業
を
守
る
た
め
に
規

模
拡
大
を
言
い
、
20
、
30
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
規
模
に
す
る
と

い
う
わ
け
だ
が
、
燕
市
の
農

業
の
状
況
の
中
で
、果
た
し
て

で
き
る
相
談
と
考
え
る
か
。

答
②
　
将
来
像
と
し
て
は
集

落
単
位
ご
と
に
20
、
30
ヘ
ク

タ
ー
ル
程
度
に
一
つ
の
担
い

手
経
営
体
を
作
り
、
集
落
で

ま
と
ま
り
の
あ
る
作
付
と
複

合
経
営
も
一
つ
の
有
効
手
段

だ
と
思
う
。

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
は

　
　
　
　
市
民
の
暮
ら
し
を
脅
か
す

問
①
　
教
育
立
市
宣
言
か
ら

３
年
が
経
過
し
た
が
、教
育

の
資
質
の
向
上
、教
師
に
雑

務
が
多
く
子
ど
も
と
向
き
合

え
る
時
間
の
減
少
、保
護
者

と
の
関
係
や
地
域
と
の
状
況

な
ど
、こ
れ
ら
の
課
題
を
克

服
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
伺
う
。ま
た
、教
育
力
・

学
力
向
上
の
た
め
、家
庭
や

地
域
の
連
携
も
欠
か
せ
ぬ
重

要
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答
①
　
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
や
発
達
の
違
い
か

ら
、主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
や
学
習
意
欲
に
差

が
見
ら
れ
、学
習
に
対
す
る

児
童
生
徒
の
意
識
は
多
様
化

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
の
学
力
向
上
を
図

る
取
り
組
み
と
し
て
、わ
か

る
授
業
の
実
践
を
通
し
、子

ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
を
高

め
、家
庭
学
習
習
慣
の
確
立

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、学
校
教
育
に
対
す

る
地
域
の
支
援
も
不
可
欠
で

あ
り
、学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
、

研
修
や
先
進
地
視
察
な
ど
を

強
化
し
た
い
。

問
②
　
開
通
目
前
の
八
王
寺

佐
渡
線
と
主
要
地
方
道
新
潟

燕
線
の
交
差
点
の
渋
滞
問
題

と
、現
在
実
施
さ
れ
て
い
る

穀
町
地
内
の
定
期
朝
市
問
題

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
②
　
燕
警
察
署
と
県
警
本

部
、及
び
県
地
域
振
興
局
と

協
議
し
、交
通
に
支
障
の
な

い
よ
う
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

　
穀
町
地
内
の
定
期
朝
市
に

つ
い
て
は
、出
店
者
・
商
店

街
の
方
々
の
意
見
を
聞
い
て

み
た
い
と
思
う
。

問
③
　
一
括
交
付
金
が
国
庫

補
助
金
か
ら
姿
を
変
え
て
い

く
こ
と
は
確
実
な
情
勢
で
あ

る
。財
政
を
預
か
る
者
と

し
て
は
今
後
ど
の
よ
う
な
準

備
、対
応
が
必
要
と
考
え
る

か
。

答
③
　
一
括
交
付
金
に
限
ら

ず
予
算
組
み
の
考
え
方
と
し

て
、財
源
が
あ
る
か
ら
行
う

の
で
な
く
、必
要
な
事
業
に

財
源
を
充
て
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、予
算
編
成
の

鉄
則
を
今
ま
で
以
上
に
貫
い

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。

問
①
　
う
つ
病
防
止
対
策
と

し
て
、携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
で
心
の
状
態
を
調
べ
ら
れ
る

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」を
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ

ス
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
で

き
な
い
か
。介
護
に
携
わ
る

方
々
が
同
じ
悩
み
を
分
か
ち

合
い
、集
え
る
場
を
提
供
し

て
は
ど
う
か
。

答
①
　
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
心
の
落
ち
込
み
度
を

確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
が
、県
全

体
と
し
て
の
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。24
年
度

の
県
当
初
予
算
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。介
護
者
の
心
の

ケ
ア
に
つ
い
て
、燕
市
で
は

社
会
福
祉
協
議
会
に
在
宅
介

護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
を
委

託
し
て
い
る
。心
の
ケ
ア
が

も
っ
と
気
軽
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
支
援
策
の
検
討
も
必
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問
②
　
病
後
児
保
育
に
つ
い

て
、具
体
的
な
検
討
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。吉
田
南
地
区

統
合
保
育
園
に
つ
い
て
、運

営
が
民
営
に
な
る
こ
と
で
不

安
に
思
っ
て
い
る
市
民
の
方

も
い
る
。公
立
と
の
比
較
を

し
た
場
合
、デ
メ
リ
ッ
ト
を

少
な
く
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
吉
田
・
分
水
統
合
給

食
セ
ン
タ
ー
の
民
間
委
託
事

業
者
を
選
定
す
る
選
定
委
員

会
は
、い
つ
設
置
す
る
の
か
。

選
定
範
囲
は
市
内
か
県
内
で

あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
②
　
病
後
児
保
育
に
つ
い

て
は
県
内
の
先
進
地
を
視
察

し
、施
設
型
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
分
か
っ
た
。

国
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
事
業
を
進

め
て
お
り
、市
で
も
そ
の
検
討

を
始
め
て
い
る
。病
後
児
保

育
が
実
施
で
き
る
提
供
会
員

の
確
保
・
増
員
に
努
め
た
い
。

　
吉
田
南
地
区
統
合
保
育
園

に
つ
い
て
は
今
後
も
三
者
協

議
会
を
行
い
、保
護
者
の
皆

様
の
不
安
を
取
り
除
き
、万

全
な
体
制
で
開
園
で
き
る
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
。統
合

給
食
セ
ン
タ
ー
の
選
定
委
員

会
は
、建
設
工
事
を
着
工
し

た
後
に
設
置
す
る
。良
い
事

業
者
を
選
定
し
た
い
の
で
、広

く
募
集
し
た
い
。

八
王
寺
佐
渡
線
開
通
に
伴
い

予
測
さ
れ
る
交
通
渋
滞
の
対
策
は

本
多
　
了
一
　
議
員
　
日
本
共
産
党
議
員
団

塙
　
　
　
豊
　
議
員
　
旭
日
会

心
の
健
康
対
策
、

　
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

中央橋たもとの交差点

中
島
　
清
一
　
議
員
　
旭
日
会

樋
浦
　
恵
美
　
議
員
　
公
明
党
議
員
団

急がれる被災地のがれき処理

区画整理を終えた農地

吉田南地区統合保育園の建設地となる
旧吉田南小学校跡地
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問
①
　
地
域
で
支
え
合
う
社

会
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、孤
立
社
会
か
ら
共
助

の
社
会
を
目
指
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

少
子
高
齢
化
、核
家
族
化
、

地
域
に
お
け
る
人
間
的
な
つ

な
が
り
が
薄
れ
て
い
る
。こ

れ
ら
の
こ
と
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、共
助
社
会
の
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。３

月
議
会
の
質
問
に
対
し
、市

長
は
新
年
度
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
課

題
を
検
討
す
る
と
し
た
が
、

現
在
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
①
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
23
年
５
月
に
高
齢
者
福
祉

の
在
り
方
研
究
会
を
立
ち
上

げ
、先
般
、中
間
報
告
が
行

わ
れ
説
明
を
受
け
た
。引
き

続
き
事
業
精
度
を
上
げ
、既

存
の
事
業
と
統
合
連
携
す
る

こ
と
も
指
示
し
た
。研
究
会

の
中
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
直

ち
に
で
き
る
事
業
と
し
て
、今

定
例
会
に
提
案
し
た
緊
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
が
あ
る
。

問
②
　
高
速
道
路
が
整
備
さ

れ
、高
速
バ
ス
が
運
行
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
長
い

年
月
が
経
つ
が
、い
ま
だ
に

三
条
燕
イ
ン
タ
ー
の
高
速
バ

ス
利
用
者
の
た
め
の
駐
車
場

が
整
備
さ
れ
て
な
い
。早
急
に

駐
車
場
整
備
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
②
　
高
速
バ
ス
の
停
留
所

が
設
置
さ
れ
、毎
日
通
勤
や

買
い
物
な
ど
の
目
的
で
多
く

の
方
が
利
用
し
て
い
る
。し

か
し
、ま
と
ま
っ
た
用
地
の

確
保
が
難
し
く
今
日
に
至
っ

て
い
る
。市
と
し
て
は
今
後

と
も
引
き
続
き
知
恵
を
出

し
、駐
車
場
の
確
保
の
た
め

努
力
し
て
い
き
た
い
。

問
③
　
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た

が
、設
置
率
が
64
％
と
低
い
。

今
後
、生
活
弱
者
と
言
わ
れ

て
い
る
方
々
に
対
し
て
、住

宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
補

助
は
で
き
な
い
か
。

答
③
　
現
在「
燕
市
老
人
日

常
生
活
用
具
給
付
事
業
」と

し
て
高
齢
者
世
帯
等
に
対
し

補
助
が
あ
る
。該
当
す
る
世

帯
に
つ
い
て
は
、こ
の
事
業

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
①
　
燕
は
ひ
と
つ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
夏
ま
つ
り
交
流
促
進

事
業
で
、新
し
い
踊
り
を
創

作
し
て
披
露
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
る
が
、そ
れ
以
外

に
も
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
仕

掛
け
は
あ
る
か
。市
内
の
よ

さ
こ
い
団
体
と
、「
恋
ツ
バ
メ
」

の
作
曲
者
を
交
え
て
踊
り
の

完
成
に
向
け
て
調
整
し
て
い

る
が
、市
内
に
は
各
地
区
に

太
鼓
の
団
体
も
あ
る
。太
鼓

の
曲
と
し
て
も
編
曲
し
て
使

っ
た
ら
ど
う
か
。

答
①
　
今
年
１
月
か
ら
よ
さ

こ
い
10
団
体
と
新
し
い
踊
り

の
創
作
に
取
り
組
み
、今
年

度
末
に
完
成
し
て
夏
祭
り
で

披
露
す
る
。燕
、分
水
、吉

田
が
一
緒
に
踊
る
こ
と
で
地

区
間
の
一
体
感
の
醸
成
と
、

祭
り
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
。太
鼓
へ
の
編
曲
は
テ
ン
ポ

の
問
題
も
あ
り
、新
し
い
曲

を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
新

年
度
か
ら
取
り
組
み
た
い
。

問
②
　
市
に
は
専
門
的
業
務

の
派
遣
、出
向
職
員
が
い
る

が
、そ
の
職
員
の
持
つ
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
を
他
の
課
で
も
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

答
②
　
国
、県
、民
間
か
ら

採
用
し
て
い
る
出
向
、派
遣
、

任
期
付
き
職
員
は
集
中
的
に

特
命
事
項
を
担
当
す
る
が
、

他
の
部
署
や
全
庁
で
貴
重
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と
も

重
要
。三
役
・
部
課
長
の
政

策
研
究
会
で
専
門
的
知
識
や

経
験
な
ど
を
話
し
て
も
ら
っ

た
ほ
か
、全
職
員
を
対
象
に

経
験
談
や
改
善
点
な
ど
を
伝

え
る
取
り
組
み
も
し
て
お
り
、

さ
ら
に
市
役
所
全
体
で
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

問
③
　
大
河
津
分
水
路
・
新

可
動
堰
の
通
水
式
も
行
わ
れ

た
。周
辺
工
事
は
ま
だ
続
く

が
、今
後
は
分
水
路
の
抜
本

改
修
に
シ
フ
ト
し
な
い
と
い

け
な
い
。地
元
と
し
て
の
要

望
活
動
を
し
て
い
く
べ
き
。

答
③
　
通
水
式
で
知
事
が
新

可
動
堰
の
完
成
は
一
里
塚
で
、

さ
ら
な
る
堤
防
の
強
化
な
ど

を
挙
げ
た
こ
と
に
注
目
し
た

い
。燕
市
も
抜
本
改
修
や
右

岸
堤
防
強
化
を
訴
え
て
き
た

が
、さ
ら
に
早
期
実
現
に
取

り
組
み
た
い
。

共
助
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
と

高
速
バ
ス
利
用
者
の
た
め
の
駐
車
場
設
置
を

問
①
　
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、来
年
度
予
算
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
。

福
祉
予
算
、暮
ら
し
に
関
す

る
予
算
、教
育
に
関
す
る
予

算
が
削
減
さ
れ
る
と
直
接
市

民
生
活
に
大
き
な
負
担
と
な

る
が
、
福
祉
、
暮
ら
し
、
教

育
最
優
先
の
予
算
で
あ
っ
て

ほ
し
い
が
、市
長
の
基
本
姿

勢
と
重
点
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答
①
　
基
本
的
に
私
が
目
指

し
て
い
る「
日
本
一
輝
い
て
い

る
燕
市
」。こ
の
実
現
に
向

け
て
、産
業
の
振
興
を
ど
う

す
る
か
、そ
れ
は
も
と
よ
り

教
育
も
含
め
た
未
来
の
燕
市

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

や
、福
祉
の
充
実
な
ど
の
各

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、総
合
計
画
の
後

期
基
本
計
画
に
示
さ
れ
た
目

指
す
べ
き
５
年
後
の
姿
、こ

れ
を
見
据
え
る
中
で
改
め
て

現
状
と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
検
証
し
、優
先
順
位
を

つ
け
た
中
で
施
策
の
重
点
化

を
図
り
な
が
ら
予
算
編
成
を

行
な
っ
て
い
く
。

問
②
　
吉
田
小
学
校
の
改
築

事
業
の
財
源
の
内
訳
に
つ
い

て
伺
う
。

答
②
　
本
事
業
の
現
時
点
で

の
事
業
計
画
額
は
約
33
億
円

と
な
っ
て
お
り
、財
源
内
訳

は
、国
の
交
付
金
で
約
４
億

円
、合
併
特
例
債
や
県
地
域

づ
く
り
資
金
事
業
債
と
い
っ

た
地
方
債
で
約
28
億
円
、一

般
財
源
で
約
１
億
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
な
お
、本
事
業
で
は
ガ

ス
事
業
譲
渡
清
算
金
活
用

基
金
を
最
終
的
に
約
10

億
５
０
０
０
万
円
を
活
用
す

る
見
込
み
で
あ
る
。

問
③
　
平
成
25
年
に
吉
田
小

学
校
の
校
舎
が
完
成
し
て
も

体
育
館
は
１
年
間
先
送
り
に

な
る
が
、早
期
の
実
現
に
努

力
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
そ

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答
③
　
体
育
館
に
つ
い
て
は

現
在
の
中
央
保
育
園
や
プ
ー

ル
の
跡
地
に
建
設
を
計
画
し

て
お
り
、吉
田
地
区
統
合
保

育
園
の
開
園
を
26
年
度
に
計

画
し
て
お
り
、全
体
の
計
画

を
見
据
え
た
中
で
計
画
し
て

い
る
。

問
①
　
循
環
バ
ス
の
目
的
は

何
か
。見
直
し
も
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、計
画
を
急
ぐ
べ

き
で
な
い
か
。デ
マ
ン
ド
運
行

を
検
討
し
て
い
る
が
、循
環
・

巡
回
バ
ス
と
同
時
運
行
す
る

の
か
。新
庁
舎
完
成
時
に
運

行
経
路
の
見
直
し
と
い
う
が
、

そ
の
前
に
見
直
す
計
画
は
。

答
①
　
通
院
や
公
共
施
設
な

ど
を
回
る
生
活
移
動
手
段
と

し
て
運
行
し
て
い
る
。高
齢

化
社
会
が
進
む
中
、福
祉
政

策
の
一
環
を
目
的
と
し
、交

通
手
段
を
持
た
な
い
市
民
に

対
し
て
買
い
物
な
ど
に
も
対

応
す
る
見
直
し
を
行
な
っ
て

い
る
。巡
回
バ
ス
に
は
い
く
つ

か
の
課
題
や
要
望
も
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
と
巡

回
バ
ス
を
ど
う
す
る
か
検
討

中
で
あ
る
。お
の
お
の
に
は

役
割
や
機
能
分
担
が
あ
る
の

で
、
循
環
・
巡
回
・
デ
マ
ン

ド
と
、す
べ
て
の
バ
ス
が
同
時

に
運
行
す
る
こ
と
は
な
い
。

新
庁
舎
完
成
の
25
年
春
に
向

け
て
、そ
の
中
身
を
詰
め
て

い
き
た
い
。経
路
を
見
直
し

停
留
所
の
増
設
、ダ
イ
ヤ
改

正
を
し
て
経
路
図
を
作
り
、

公
共
交
通
会
議
に
諮
り
、運

輸
局
に
申
請
す
る
必
要
が
あ

る
。周
知
に
は
チ
ラ
シ
配
布

な
ど
で
時
間
と
経
費
が
か
か

る
。し
ば
ら
く
は
現
状
の
経

路
と
し
た
い
。

問
②
　
吉
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
施
設
運
営
を
ど
う
と

ら
え
て
い
る
か
。施
設
内
の

管
理
は
適
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
か
。指
定
管
理
者
制
度

の
計
画
は
。

答
②
　
市
民
の
文
化
の
高
揚

と
福
祉
の
増
進
を
図
る
目
的

で
設
置
し
、市
内
62
の
文
化

芸
能
団
体
や
婦
人
会
、ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の

自
主
活
動
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
、生
涯
学
習
の
場
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。年
間

１
万
７
０
０
０
人
の
利
用
者

が
あ
り
、地
域
に
と
っ
て
は

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
。

清
掃
等
の
管
理
は
臨
時
職
員

や
シ
ル
バ
ー
の
代
行
員
が
行

い
、利
用
者
も
後
始
末
の
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。指

定
管
理
者
制
度
の
計
画
は
な

い
が
、今
後
の
施
設
管
理
の

あ
り
方
を
検
証
し
た
い
。

平
成
24
年
度
予
算
編
成
の

　
基
本
方
針
と
重
点
施
策
に
つ
い
て

改築が進む吉田小学校

三条燕インター付近の駐車状況

循
環
、
巡
回
バ
ス
の
運
行
状
況
は

デ
マ
ン
ド
運
行
計
画
は

土
田
　
　
昇
　
議
員
　
日
本
共
産
党
議
員
団

燕
は
ひ
と
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
夏
祭
り
交
流
促
進
事
業
に
つ
い
て

昨年の飛燕夏まつり

渡
邉
　
雄
三
　
議
員
　
公
明
党
議
員
団

齋
藤
　
信
行
　
議
員
　
大
河
の
会

中
條
　
征
男
　
議
員
　
鴻
鵠
ク
ラ
ブ

吉田庁舎前を出発する循環バス
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問
①
　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

市
民
協
働
を
成
就
さ
せ
る
に

は
、市
民
に
対
し
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
た
め
の
努
力
が

必
要
。行
政
業
務
を
減
ら
し
、

地
域
に
委
ね
財
政
難
を
乗
り

越
え
る
と
い
う
発
想
で
は
、

地
域
活
性
化
、人
材
の
発
掘
や

育
成
な
ど
住
民
自
治
は
育
た

な
い
。市
長
は
、地
区
協
議

会
の
総
会
で
協
議
会
の
必
要

性
と
重
要
性
を
強
調
し
た
中

で
、補
助
金
等
を
平
成
20
年
か

ら
23
年
ま
で
35
％
減
額
と
し

矛
盾
し
て
い
る
。地
域
の
実

情
、取
り
組
み
を
知
り
得
た

中
で
方
向
性
を
示
す
べ
き
。

答
①
　
補
助
金
の
減
額
は
委

員
会
の
答
申
を
踏
ま
え
て
行

っ
て
い
る
。地
域
特
性
を
生

か
し
た
事
業
費
的
な
活
動
補

助
は
別
途
用
意
し
て
い
る
。

問
②
　
以
前
に
も
提
案
し
た

吉
田
南
保
育
園
跡
地
は
、地

域
コ
ミ
ュニ
テ
イ
と
し
て
吉
田

南
地
区
協
議
会
か
ら
利
活
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
善

で
あ
る
が
、協
議
会
と
十
分

協
議
さ
れ
た
の
か
。

答
②
　
具
体
的
な
協
議
は
し

て
い
な
い
が
協
議
会
か
ら
話

が
あ
れ
ば
考
え
て
い
き
た
い
。

問
③
　
粟
生
津
・
吉
田
北
公

民
館
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
拠

点
の
大
切
な
場
所
で
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
核
で
も
あ
る
。

伝
統
あ
る
粟
生
津
親
栄
会
・

吉
田
北
友
会
が
管
理
運
営
す

る
こ
と
に
よ
り
、地
域
づ
く
り

に
関
わ
る
活
動
支
援
や
、地

域
連
帯
意
識
向
上
に
多
大
に

寄
与
し
て
い
る
。

　
議
会
で
人
件
費
を
含
め
た

管
理
運
営
費
に
対
す
る
質
疑

が
出
さ
れ
た
が
、人
材
育
成

の
貢
献
、地
域
の
実
情
等
を

知
り
得
た
中
で
、課
題
解
決

し
て
こ
そ
燕
は
一つ
で
、他
公

民
館
と
整
合
性
を
持
つ
こ
と

だ
け
が
燕
は一つ
と
言
え
る
の

か
。特
性
を
生
か
す
こ
と
も

大
事
で
あ
る
。人
口
当
た
り

の
利
用
率
と
利
用
者
一
人
当

た
り
の
公
費
支
出
額
を
伺
う
。

答
③
　
粟
生
津
・
吉
田
北
公

民
館
等
施
設
は
行
事
等
を
多

く
抱
え
て
い
る
中
で
、大
い

に
利
用
願
い
た
い
。人
口
当

た
り
利
用
率
・
公
費
支
出
額

は
粟
生
津
公
民
館
９
７
２
％

で
３
５
７
円
。吉
田
北
公
民

館
は
５
８
５
％
で
３
５
６
円

で
あ
る
。

問
①
　
売
却
理
由
と
最
低
価

格
１
千
万
円
の
根
拠
は
。

答
①
　
当
初
は
取
り
壊
し
、

更
地
に
し
て
売
却
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、地
域
の
利
用
者

の
存
続
要
望
と
、市
の
財
政

負
担
を
伴
わ
な
い
ま
ま
で
駐

車
場
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

民
間
へ
の
売
却
と
し
た
。価

格
は
土
地
の
評
価
か
ら
解
体

費
を
考
慮
し
た
。

問
②
　
昨
年
度
決
算
で

は
、１
５
０
万
円
の
利
益
を

出
し
た
。
今
後
リ
ー
ス
契

約
も
終
了
し
、経
費
の
か
か

る
時
間
貸
し
を
や
め
れ
ば
、

４
０
０
万
円
ほ
ど
の
利
益
が

出
る
物
件
に
な
り
、私
と
す

れ
ば
超
優
良
の
投
資
物
件
と

思
え
る
。
３
５
０
坪
の
土
地

と
鉄
骨
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

み
の
解
体
し
や
す
い
物
件
と

し
て
は
安
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
。

答
②
　
５
年
間
の
ト
ー
タ
ル

で
考
え
る
と
、４
２
０
万
円
の

赤
字
で
、昨
年
は
取
り
壊
し

を
前
提
に
修
繕
費
を
抑
え
た

た
め
利
益
が
出
た
。今
後
、市

が
所
有
す
る
と
多
く
の
経
費

が
か
か
り
赤
字
幅
が
膨
ら
む

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
③
　
速
や
か
に
耐
震

補
強
と
あ
る
が
、具
体
的

な
日
時
は
示
さ
れ
て
い

る
の
か
。
議
会
に
お
い
て

１
億
２
５
０
０
万
円
の
補
強

費
が
か
か
る
と
説
明
さ
れ
た

が
、買
主
に
き
ち
ん
と
物
件

説
明
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。知

ら
な
い
で
買
う
の
な
ら
市
民

で
あ
る
買
主
を
だ
ま
し
て
不

法
建
築
物
を
売
っ
た
こ
と
に

な
ら
な
い
か
。ま
た
、補
強
を

適
当
に
済
ま
せ
る
な
ら
ば
価

値
あ
る
物
件
を
安
く
手
放
し

た
こ
と
に
な
り
市
民
の
利
益

を
損
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。物

件
説
明
、契
約
書
の
明
記
は

十
分
か
。

答
③
　
遅
く
と
も
５
年
間
の

前
半
の
う
ち
に
耐
震
診
断
を

し
た
状
況
を
、ア
ス
ベ
ス
ト

の
関
係
も
含
め
情
報
提
供

し
、き
ち
ん
と
補
強
を
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
思
う
。

契
約
の
第
１
条
に
信
義
誠
実

の
義
務
を
う
た
い
、理
解
し

た
上
で
今
後
の
駐
車
場
管
理

を
進
め
る
前
提
で
の
契
約
が

な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

問
①
　
産
業
史
料
館
を
訪
れ

る
団
体
客
や
市
外
か
ら
の
来

館
者
に
、ガ
イ
ド
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
は
ど
う
か
。

答
①
　
現
在
、団
体
入
館
者

及
び
個
人
の
事
前
予
約
者
に

対
し
て
は
行
な
っ
て
い
る
。学

芸
員
に
よ
る
展
示
品
説
明
は

楽
し
い
説
明
で
わ
か
り
や
す

い
と
好
評
で
あ
る
。今
後
は
、

他
の
職
員
も
同
様
な
説
明
が

で
き
る
よ
う
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問
②
　
酒
呑
童
子
行
列
を
お

い
ら
ん
道
中
に
匹
敵
す
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
に
再
生
で
き

な
い
も
の
か
。

答
②
　
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
て
い
く
に
は
、若
い
人
達

の
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
が
必

要
。今
後
は
企
画
の
段
階
か

ら
若
い
世
代
に
参
画
し
て
も

ら
い
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
育
て
て
い
き
た
い
。

問
③
　
図
書
館
で
は
パ
ソ
コ

ン
の
利
用
は
で
き
る
が
、プ

リ
ン
タ
ー
が
無
く
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
も
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
が
で
き
な
い
。

答
③
　
著
作
権
法
上
の
制
約

か
ら
印
刷
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

こ
と
は
適
法
で
は
な
い
と
の

理
由
で
プ
リ
ン
タ
ー
等
は
設

置
し
て
い
な
い
。県
立
図
書

館
等
、他
の
図
書
館
も
同
様

の
扱
い
で
あ
る
。

問
④
　
中
央
公
民
館
で
の
文

化
祭
で
は
、利
用
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
の
人
た
ち
で
パ
ネ
ル

の
運
び
や
設
置
を
し
て
い
る

が
、利
用
者
の
高
齢
化
に
よ

り
、大
き
な
パ
ネ
ル
等
の
扱

い
に
苦
慮
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

見
受
け
ら
れ
る
が
。

答
④
　
一
部
の
地
域
で
は
パ
ネ

ル
立
て
を
市
が
行
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、今

後
は
実
態
に
合
わ
せ
て
職
員

が
行
っ
た
り
、委
託
を
す
る
な

ど
に
よ
り
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。

問
⑤
　
在
宅
介
護
手
当
の
見

直
し
に
よ
る
経
済
的
弱
者
に

つ
い
て
は
再
検
討
の
余
地
が

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
。

答
⑤
　
市
民
税
非
課
税
世
帯

で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ

ば
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
の
約
４
分
の
１
を
軽
減

し
て
い
る
。さ
ら
な
る
軽
減

策
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

問
①
　
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
の
特
性
を
活
か
し
、画
面

に
災
害
情
報
を
載
せ
ら
れ
な

い
か
と
考
え
た
。地
方
自
治

体
の
立
場
か
ら
も
活
用
の
方

法
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
こ
と

が
市
民
の
利
益
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。ま

た
、今
後
も
全
小
学
校
区
全

部
で
避
難
訓
練
を
行
い
、課

題
を
見
つ
け
る
姿
勢
を
持
っ

て
ほ
し
い
。

答
①
　
県
の
防
災
担
当
課

長
会
議
で
も
議
員
が
提
案
の

質
問
、要
望
が
同
様
に
出
さ

れ
て
い
た
。今
後
調
査
、研

究
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

小
学
校
区
は
ひ
と
つ
の
モ
デ

ル
だ
。複
数
学
校
区
参
加
も

差
し
支
え
な
い
。

問
②
　
調
剤
費
負
担
の
減
に

結
び
つ
く
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬

変
更
差
額
通
知
の
実
施
は
、

10
月
に
行
わ
れ
た
国
保
シ
ス

テ
ム
の
変
更
に
伴
い
、こ
れ

を
実
施
し
た
い
と
の
９
月
議

会
答
弁
だ
っ
た
が
ど
う
な
っ

た
か
。時
間
が
か
か
る
の
で

あ
れ
ば
市
独
自
に
実
施
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
②
　
国
保
連
合
会
で
は
実

施
の
時
期
に
つ
い
て
は
ま
だ

確
定
し
て
い
な
い
。国
保
連
の

動
き
を
待
た
ず
、事
業
効
果

を
上
げ
る
た
め
早
期
の
取
り

組
み
を
し
た
ほ
う
が
い
い
と

の
判
断
か
ら
、今
後
市
単
独

事
業
で
の
差
額
通
知
を
行
い

た
い
。同
時
に
同
医
薬
品
を

推
奨
す
る
こ
と
が
家
庭
だ
け

で
な
く
市
全
体
に
大
き
な
効

果
を
与
え
る
こ
と
の
説
明
と
、

普
及
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
を
指

示
し
た
。

問
③
　
在
宅
介

護
手
当
は
、燕

市
民
と
し
て
の

在
宅
要
介
護
者

の
介
護
環
境
を

守
る
役
割
を
大
き
く
果
た
し

て
き
た
。要
介
護
２
以
下
の

人
は
24
年
度
か
ら
カ
ッ
ト
す

る
と
し
て
い
る
が
、財
政
環
境

が
厳
し
く
と
も
こ
れ
を
撤
回

す
る
こ
と
を
求
め
た
い
。

答
③
　
手
当
が
こ
れ
ま
で
在

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
る
高
齢
者
や
家
族
に
と
っ

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
医

療
、福
祉
施
策
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
た
め
に
も
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

酒
呑
童
子
行
列
に

若
者
の
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
を

地
域
活
動
支
援
や
地
域
連
帯
意
識
向
上
に

多
大
に
寄
与
し
て
い
る
粟
生
津
・
吉
田
北
公
民
館

要
介
護
２
以
下
を
切
り
捨
て
ず
、

　
　
　
在
宅
介
護
手
当
は
存
続
を

仲
町
市
営
駐
車
場
売
却
に
つ
い
て

山
﨑
　
雅
男
　
議
員
　
旭
日
会

タ
ナ
カ
・
キ
ン
　
議
員
　
無
所
属

50 台以上の月極契約を持つ仲町市営駐車場内部

昨年の酒呑童子行列

中
山
　
眞
二
　
議
員
　
旭
日
会

長
井
　
由
喜
雄
　
議
員
　
日
本
共
産
党
議
員
団

毎年恒例の粟生津地区サマーナイトフェスティバル

↓
介
護
手
当
が「
無
く
な
る
」人
た
ち

に
は
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
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行
政
視
察
先
で
見
ら
れ
る

積
極
性
は
何
か
ら
き
て
い
る
の
か
？

問
①
　
10
月
の
市
民
厚
生
常

任
委
員
会
の
行
政
視
察
で

は
、戸
田
市
の
古
布
か
ら
作
っ

た
フ
ェ
ル
ト
を
敷
き
つ
め
た
市

役
所
屋
上
の
フ
ェ
ル
ト
ガ
ー
デ

ン
と
、家
庭
か
ら
出
た
生
ご

み
と
交
換
す
る
花
の
苗
を
障

が
い
者
と
高
齢
者
で
栽
培
し

て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、平
塚
市
で

は
町
内
単
位
で
福
祉
事
業
を

展
開
し
て
い
る
城
島
ふ
れ
あ

い
の
里
な
ど
を
訪
れ
た
。 

　
茅
ヶ
崎
市
で
市
の
経
営
で

障
が
い
者
就
労
を
支
援
し
て

い
る
店「
カ
フ
ェ
サ
ザ
ン
ポ
」を

訪
れ
て
思
っ
た
こ
と
は
、か
つ

て
つ
ば
め
福
祉
会
が
仲
町
の

介
護
施
設
建
設
に
際
し
障
が

い
者
の
パ
ン
工
場
で
焼
か
れ

た
パ
ン
の
販
売
と
喫
茶
コ
ー
ナ

ー
を
作
り
た
い
と
の
提
案
に

市
と
し
て
茅
ヶ
崎
方
式
を
生

か
せ
な
か
っ
た
も
の
か
。ま
た
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
の
余
地
は

な
い
か
。稲
城
市
は
介
護
ポ
イ

ン
ト
で一
人（
年
間
）５
０
０
０

円
ま
で
の
交
付
金
を
出
し
て

い
る
が
、事
業
効
果
と
し
て

要
介
護
者
の
減
少
が
見
ら
れ

る
と
い
う
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た

ち
の
介
護
保
険
料
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
も

介
護
予
防
の
見
地
か
ら
も
、

燕
市
で
も
稲
城
市
の
よ
う
な

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
が
実
施
で
き
な
い
も
の
か
。

答
①
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
仲

町
に
つ
い
て
は
、つ
ば
め
福
祉

会
が
障
が
い
者
の
自
立
を
目

的
と
し
た
パ
ン
の
販
売
と
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
、授
産
事
業
と
し

て
の
福
祉
販
売
な
ど
に
つ
い

て
将
来
的
な
構
想
と
し
て
計

画
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、今

後
福
祉
会
で
パ
ン
を
製
造
す

る
生
産
能
力
な
ど
条
件
整
備

を
は
か
り
な
が
ら
検
討
さ
れ

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
に
つ
い
て
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
生
き
が

い
を
持
つ
こ
と
で
元
気
な
お

年
寄
り
が
増
え
介
護
給
付
費

の
抑
制
に
つ
な
が
る
な
ど
の

効
果
が
期
待
さ
れ
る
が
、稲

城
市
の
よ
う
に
ポ
イ
ン
ト
で

お
金
を
出
す
こ
と
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
趣
旨
に
合
う
の
か
、

制
度
と
し
て
持
続
可
能
か
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

阿
部
　
健
二
　
議
員
　
無
所
属

平成23年度
燕市議会 行政視察の報告
　燕市議会の議会運営委員会と３つの常任委員会では、
先進的な取り組みや創意工夫を凝らした施策を実際に調
査・研究し、燕のまちづくりに反映させ、市民サービス
向上につながるよう、行政視察を行っています。
　燕市議会で今年度実施した行政視察の内容を報告しま
す。　

委員会と視察日 視　察　地 目　　的

議会運営委員会
７月11日～ 13日

福岡県八女市 議会基本条例の制定過程および表決の賛否の結果公表ほか

福岡県大牟田市 議会基本条例の制定過程および市民団体と市議会との懇談会ほか

熊本県御舟町 議会基本条例の制定過程および議会モニター制度ほか

総務文教常任委員会
８月３日～５日

三重県名張市 子ども条例制度・子ども施策の推進について

愛知県犬山市 学びの学校づくりについて

岐阜県多治見市 健全な財政に関する条例について

愛知県碧南市 公立保育園の民営化について

市民厚生常任委員会
10月17日～ 19日

埼玉県戸田市 環境政策について、リサイクルフラワーセンターほか

神奈川県平塚市 地域福祉推進事業（町内福祉村事業）について

神奈川県茅ケ崎市 店舗活用型就労支援事業について

東京都稲城市 介護支援ボランティア制度について

産業建設常任委員会
10月18日～ 20日

北海道旭川市 ものづくりもう一押し支援事業ほか

北海道深川市 地域資源を活用した特産品開発（ふかがわ元気会議交付金）ほか

北海道江別市 産・学・官連携による「江別小麦粉めん」ほかの取り組みについて
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障がい者の就労を支援する「カフェサザンポ」

他市町議会の来燕行政視察

　17 の市・町議会が燕市のさまざまな事業
や施策について行政視察に来られました。

（下表参照）

▲

ビ
ジ
ョ
ン
よ
し
だ
駐
車
場
内
の
風
力

発
電
機
を
視
察
す
る
中
間
市
議
会

（
10
／
19
）

（平成 24年２月15日現在）

月日 視察に来られた議会と視察の項目
H23

6/2
【新潟県村上市議会】
　食品資源リサイクル事業について

7/13 【山形県南陽市議会】
　商店街の活性化への支援事業について

7/20 【秋田県能代市議会】
　新庁舎建設について

7/26 【群馬県伊勢崎市議会】
　中小企業振興条例、住宅リフォーム助成事業

7/29 【香川県善通寺市議会】
　心の燕市８つのチャレンジ

8/10 【京都府城陽市議会】
　心の燕市８つのチャレンジ

8/10 【埼玉県志木市議会】
　熟年成人式、せんてい君

8/15 【青森県青森市議会】
　教育立市宣言について

10/4 【和歌山県海南市議会】
　まちづくり基本条例、まちづくり支援事業

10/19
【福岡県中間市議会】
　新エネルギー設備等導入設置費補助金
　風力発電について

10/24
【秋田県潟上市議会】
　新庁舎建設事業と都市計画マスタープ
　ラン

11/8 【福岡県遠賀郡水巻町議会】
　新商品開発助成事業について

11/9 【福岡県朝倉市議会】
　まちづくり基本条例について

11/15
【大分県日田市議会】
　まちづくり基本条例について
　燕はひとつプロジェクト事業について

11/16 【福岡県筑紫野市議会】
　まちづくり基本条例について

H24
1/18

【大阪府守口市議会】
　新庁舎建設事業について

2/9 【東京都西多摩郡日の出町議会】
　体育センター、文化会館について

勉強に
行って

来まし
た！

ようこ
そ

燕市へ
！
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継続審査とした請願

議会報等特別委員会
　委員長／長 井 由 喜 雄 　
副委員長／小 林 由 明
　　委員／渡 邉 雄 三
　　　　　タナカ・キン
　　　　　齋 藤 紀 美 江
　　　　　齋 藤 信 行
　　　　　中 條 征 男

３月定例会の日程
2 月
28日(火)　全員協議会
3 月
6 日(火)　本会議（議案上程、

　　　　　　委員会付託、一般質問）
7日(水)　本会議（一般質問）
8日(木)　本会議（一般質問）
9日(金)　本会議（一般質問）

12日(月)　総務文教常任委員会
13日(火)　市民厚生常任委員会
　　　　　　　（午前 9 時 30 分）
　　　　　産業建設常任委員会
　　　　　　　（午後 1 時 30 分）
14日(水)　予算審査特別委員会
15日(木)　予算審査特別委員会
16日(金)　予算審査特別委員会
22日(木)　本会議（委員長報告、
　　　　　　　　質疑、討論、採決）

※時間明記のない会議は、午前 9時30
分の開催予定です。委員会の傍聴につ
いてはお申し込みください。お問い合わ
せは議会事務局へ。

電話　0256-93-5296（直通）

　12 月定例会では、１件の請願が提出されたほか、継
続審査中の請願１件と合わせて２件が審査され、以下の
ように採決しました。

請願請願の審査結果です

不採択とした請願
●自然エネルギーの開発と普及、プログラムを決めた原発

からの撤退を求める意見書提出に関する請願
　（市民厚生常任委員会に付託）
　　（請願者）原発問題住民運動新潟県連絡センター

代表　関根征士

議場
はこ
こ！

【委員会の意見】▲

反対意見…自然エネルギーの推進にまだ時間を要する中
で、原発の撤退を急ぐべきではないし、原子力の安全研究
まで封じ込めるべきではない。▲

賛成意見…原発事故はまだ収束しておらず、国民の不安は
つのっている。原発からの撤退を決断し、自然エネルギーの
開発と普及促進、低エネルギー社会への移行に全力を挙げ
るためにも、本請願については賛成である。

●郵政改革法案の早期成立を求める意見書の採択に関
する請願

　（総務文教常任委員会に付託）
　　（請願者）中越北地区郵便局長会
　　  　　　　西蒲南部会長　山崎朝子

『議会を傍聴しませんか！』

毎議会後「FM ラヂオは～と」で、各議員の
一般質問を放送しています。
ぜひ、聴いてください。

　「議会はどこでやるの？」「会議は見られるの？」といった
質問が寄せられます。市議会は公開されており、議員と市側
がどのような議論をしているのか見ることができます。

議場は吉田庁舎の
３階にあります。

階段かエレベーター
で３階へ。

傍聴人受付簿に記
入し、傍聴席へ。

▼今年は大雪にならなければと心
配をしていた矢先、連日の寒波に
見舞われてしまいました。 ▼ 福島
第一原発事故により故郷を離れ、
新潟県などの雪国に避難されてい
る方が多くいられます。雪のあま
り降らない土地に生活した人々の
ために、雪国の生活に慣れるため、
スコップの使い方や雪下ろしのや
り方などを教えている自治体もあ
るようです。寒く厳しい冬がある
からこそ春の訪れが待ち遠しく、
うれしいものです。 ▼ 避難されて
いる方々が一日も早く故郷で春を
迎えられる日が来ることを願って
やみません。　　  　( 齋藤信行 )

★お詫びと訂正　
前号の NO.24、16 ページ、請願審査結果の「市議会議場に国旗・市旗の掲揚を
求める請願」で付託委員会が誤っていました。正しくは「議会運営委員会」です。

FMラ
ヂオは

～と
でも！
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